
 
みなさま、こんにちは！ 飛島診療所の阿部、時松です。とびしま通信を発刊することになりました。 

飛島の魅力、診療所での看護師の仕事や暮らしをお伝えしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常の診療は、定期のテレビ診療（遠隔診療）と派遣医師による外来診療（対面診療）が実施されています。 

その他、急患患者が発生した際には、日本海総合病院へ緊急テレビ診療を依頼します。島内で行える治療や

処置などを医師と検討して、ドクターヘリや巡視船などによる緊急搬送へ繋ぎます。 

飛島の人口（R5.3.31現在）は、167人(世帯数 109戸)、高齢化率(65歳以上)80.8%、認定率（介護申

請）は 24.4%です。一方、酒田市内の高齢化率は 37.3%、認定率は 19.3%です。飛島在住の高齢者は「自立し

た生活ができないイコール島を離れること」と話されます。これが自立度の高さの要因と考えられます。 

 島民が 1日でも長く健やかに、そして安全に安心して島で暮らすことができるように、島民の皆さまやご家族と

共に、診療所、当法人でこれからも支えていきたいと考えています。 

とびしま通信 vol.1 2023/9月 

 

このショットは 

とびしまセンター前から 

見える鳥海山です！ 

飛島で 3本指に入る 

ナイスビューなのです！ 

診察風景 

定期テレビ診療 派遣医師による対面診療 

4~10月中の金・土曜日に 

医師が派遣され対面診療が 

実施されます。 

今年度は 4~10月中の木曜日に 

テレビ診療が実施されます。 


